
妙高前山・滝沢尾根山スキー報告 
【山域】新潟県・妙高山 

【日程と天気】2019年 2月 24日（日）快晴 

【メンバー】CL菊池・斎藤（健）会員外 3名、チーム福島 5名 

【行程】 

 赤倉観光リゾートスキー場トップ―妙高山前山―滝沢尾根―1000m 地点渡渉―赤倉観光

ホテルゲレンデ―駐車場 

 

・小生にとって 5年ぶりの妙高前山滝

沢尾根ツアーはチーム福島との合同

で、願ってもない好天のツアー日和で

す。春山スキー先取りの暖かさ、赤観

トップからシール登高、記念撮影して

スタートです。今期からチームちば山

に加わった右端の SK さん以外は全員

60 歳代 70 歳代の高齢者 P で総勢 10



名です。ブナ林からダケカンバの樹林帯を気持ちよくシール登高です。 

 

10~20cm の新雪が乗っているが下地は固く、チームちば山は早々とクトーを装着、急斜

面の細尾根に乗り上げると滑りやすく威力を発揮した。細尾根は急で、先行 P はなく小

生がトップでできるだけ楽なルート取りを心掛けたがクトーを持参してないチーム福島

の面々はやや苦労していた。 

 

稜線に達すると豪快な神奈山の岩壁が見

える。大パノラマが広がって、八ヶ岳の左

に富士山がうっすら見える空気の澄んだ

素晴らしい日和です。谷川連峰など上中越

の山々のグレイトビューに皆さん見とれ

ています。1932mの前山山頂、稜線は風が

強く、雪庇、シュカブラ、ガリなどハイク

アップにやや苦労する。春の陽気である 



が、吹き溜まりは 20㎝強のパフパフであ

る。1時間 50分で前山山頂に到着した。

風がなくまったり、ゆっくり行動食を取

り、滑走準備をした。小生は今回で 5～6

回目、チーム福島の 5 名とチームちば山

の 2 名は初体験のクラシックルート、序

盤戦のしばらく（標高差 100mほど）続く

細尾根を目の前に期待と不安の記念撮影

です。 



・トップで慎重にエントリーしてみると、滑りやすい雪質で一安心、狭くやや急であるが慎

重にスピードコントロールターンをしながら高度を下げた。 

 

慣れてくると素晴らしいターンが刻めるようになり、皆さん気持ちよく滑走。 

 

 

平坦な地点で一休み、妙高山本

峰、三田原山・赤倉山の外輪山と

南地獄谷の大迫力のグレイトビ

ューに大興奮で、期せずして撮

影タイムとなりました。記念撮

影して細尾根の後半戦です。細

尾根の後半はこんな感じです。 

細尾根のフィナーレは 30 度く

らいの急斜面です。最後尾で手

助けくださった最年少の SK さ

ん素晴らしいフォームで攻めて



います。 

 

ブナ林の尾根に入る前のオープン斜面は滑りやすく、KW さん気持ちよくテレターンを

決めています。標高 1000mで渡渉して緩やかに登って赤観ホテル前のゲレンデに出る滝

沢尾根ルートは東南東から後半は東方向に展開する尾根である。上部は小さな沢地形が

いくつかあるため、右に谷を望みながら一番右の尾根に乗ることが必須です。ここがその

地点です 

中斜面が多くウエーブ・凹凸もあり湿雪でややターンしにくくなってきたが、華麗なテレ

ターンを見せる KW さんです小生は今回 AT です。華麗な KW さんのテレターンを見る

と悪雪ほどテレマークのほうがターンしやすいと感じます。植木毅プロのアルペンシュ

テ ム と い う テ ク ニ ッ ク

https://search.yahoo.co.jp/video/search;_ylt=A2RhZOYv7XJcg2AAx7SJBtF7?p=%E6%

A4%8D%E6%9C%A8%E6%AF%85&fr=top_ga1_sa&ei=UTF-8 

https://search.yahoo.co.jp/video/search;_ylt=A2RhZOYv7XJcg2AAx7SJBtF7?p=%E6%A4%8D%E6%9C%A8%E6%AF%85&fr=top_ga1_sa&ei=UTF-8
https://search.yahoo.co.jp/video/search;_ylt=A2RhZOYv7XJcg2AAx7SJBtF7?p=%E6%A4%8D%E6%9C%A8%E6%AF%85&fr=top_ga1_sa&ei=UTF-8


 

を思い出しやってみるとやはり悪雪でもターンしやすいことが実感でき、チーム福島の

KAさんにアドバイスしました。ブナ林滑走は気持ち良いものです。初挑戦の SKさんは

すっかりこのクラシックルートが気に入ったようで、気持ちよくツリーランしています。

小さな沢地形が出てくるとつい左方向かと思いがちになるが、右の大きな谷を沿って下

ります。右の大きな谷の脇で一休みしました。 

 

渡渉地点の標高に近くなると複雑な

地形になってきます。徐々に左方向

に進路を変えて左の深い谷に近づい

て渡渉点に下るところを物色しま

す。先行シュプールのあるこの急な

斜面を下ると渡渉点です。これが渡

渉点（1000m）です。このポイントし

かなく手前で谷に降りたシュプール

がありますが苦労しています。 

全員無事通過、最後は余韻に浸りな



がらゲレンデを滑ってフィニッシュです。体力的に徐々にきつくなってきましたが素晴

らしい一日でした。初体験の 7名をご案内でき CL冥利につきます。皆さんご協力ありが

とうございました。最後までしんがりで見守ってくれた最年少の SKさんありがとう、今

後もご一緒してください。 

 


